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是
は
唐
か
ね
金
山
の
麓
。
揚
子
の
里
に
か
う
ふ
う
と
申
す

民
に
て
候
。
さ
て
も
我
親
に
孝
あ
る
に
よ
り
。
或
夜
不
思

議
の
夢
を
見
る
。
揚
子
の
市
に
出
で
ゝ
酒
を
売
る
な
ら
ば
。

富
貴
の
身
と
な
る
べ
し
と
。
教
へ
の
ま
ゝ
に
な
す
業
の
。

時
去
り
時
来
り
け
る
に
や
。
次
第
々
々
に
富
貴
の
身
と
な

り
て
候
。
又
こ
ゝ
に
不
思
議
な
る
事
の
候
。
市
毎
に
来
り

酒
を
飲
む
者
の
候
ふ
が
。
盃
の
数
は
重
な
れ
ど
も
。
面
色

は
更
に
変
は
ら
ず
候
ふ
程
に
。
余
り
に
不
審
に
存
じ
。
名

「「「

ワ
キ
詞歌地

を
尋
ね
て
候
へ
ば
。
海
中
に
住
む
猩
々
と
か
や
申
し
候
ふ

程
に
。
今
日
は
潯
陽
の
江
に
出
で
ゝ
。
彼
猩
々
を
待
た
ば

や
と
存
じ
候
。

潯
陽
の
江
の
辺
に
て
。
〳
〵
。
菊
を
た
ゝ
へ
て
夜
も
す
が

ら
。
月
の
前
に
も
友
待
つ
や
。
又
傾
く
る
盃
の
。
影
を
た
ゝ

へ
て
待
ち
居
た
り
。
〳
〵
。

老
せ
ぬ
や
。
〳
〵
。
薬
の
名
を
も
菊
の
水
。
盃
も
浮
か
び

出
で
ゝ
。
友
に
逢
ふ
ぞ
嬉
し
き
。
此
友
に
逢
ふ
ぞ
う
れ
し
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き
。

御
酒
と
聞
く
。

御
酒
と
聞
く
。
名
も
理
や
秋
風
の
。

吹
け
ど
も
〳
〵
。

さ
ら
に
身
に
は
寒
か
ら
じ
。

理
や
白
菊
の
。

理
や
白
菊
の
。
着
せ
綿
を
温
め
て
。
酒
を
い
ざ
や
汲
ま
う

よ
。

「「「「「「「「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

客
人
も
御
覧
ず
ら
ん
。

月
星
は
隈
も
な
し
。

所
は
潯
陽
の
。

江
の
内
の
酒
盛
。

猩
々
舞
を
舞
は
う
よ
。

蘆
の
葉
の
笛
を
吹
き
。
波
の
鼓
ど
う
と
打
ち
。

声
澄
み
渡
る
浦
風
の
。

秋
の
調
べ
や
残
る
ら
ん
。
（
中
の
舞
）
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有
難
や
御
身
心
す
な
ほ
な
る
に
よ
り
。
此
壺
に
泉
を
た
ゝ

へ
。
唯
今
返
し
与
ふ
る
な
り
。
よ
も
尽
き
じ
。

よ
も
尽
き
じ
。
万
代
ま
で
の
竹
の
葉
の
酒
。
汲
め
ど
も
尽

き
ず
飲
め
ど
も
変
は
ら
ぬ
。
秋
の
夜
の
盃
。
影
も
傾
く
入

江
に
枯
れ
立
つ
。
足
も
と
は
よ
ろ
〳
〵
と
。
弱
り
臥
し
た

る
枕
の
夢
の
。
覚
む
る
と
思
へ
ば
泉
は
其
ま
ま
。
尽
き
せ

ぬ
宿
こ
そ
め
で
た
け
れ
。

「「
シ
テ地
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